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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
首相が消費税増税を明言、年末の税制論議に向け増税反対の大波を
麻生首相は10月30日、追加経済対策を発表すると同時に、「3年後に消費税の引き上げをお願いしたい」と国民に増税を押し付ける考えを明言しました。臨時国会では新テロ特措法延長法案とともに追加経済対策の根拠となる第二次補正予算案の成立を図る構えで、増税については、年末までに税・社会保障の抜本改革の議論をすすめ、消費税増税プログラムの全体像を明らかにするとしています。いまこそ、「消費税増税ノー」「生活費に課税するな」の世論と運動をいっそう大きくし、麻生政権を解散・総選挙へと追い込んでいきましょう。
消費税増税・医療崩壊を食い止めよう、総選挙で増税勢力に審判をー中央各界連と社保協が宣伝
　中央各界連と中央社保協は10月24日、どしゃぶりの雨の中、新宿駅西口で「後期高齢者医療制度の廃止」「消費税の増税反対」を訴えました。12団体50人が参加。弁士は全商連副会長の西村冨佐多さん、全日本民医連事務局長の長瀬文夫さん、年金者組合中央常任委員の松岡勉さん、消費税をなくす東京の会の事務局長・川上允さん、全労連副議長の小松民子さん、日本共産党衆議院東京比例ブロック予定候補の谷川智行さん、保団連会長で社保協代表委員の住江憲勇さんでした。各弁士は、景気後退のもとで消費税増税が経済を悪くする最悪の選択であること、重病の妊婦の病院たらいまわしによる死亡事故など医療崩壊などの現状を指摘し、消費税増税反対、後期高齢者医療制度の廃止と医療・年金などの充実などについて、それぞれ訴えました。山梨から来た男性（56）は、「できれば廃止。大きいところから取れば。だれでもかかるようなことはしないで！」、20代の家庭教師の女性は、４年間で１０００万人分の署名を集め、国民の運動が07年の増税計画をストップさせたことを伝えると、「そうなんだ！　私も運動に協力したい。マイクで話してもいい」と話していました。
◎麻生首相の増税発言に事務局長の抗議談話
　消費税廃止各界連（各界連）は10月31日、麻生首相の増税発言に対する嶋岡千年事務局長の抗議談話を発表しました。談話では、「追加経済対策」について「大企業・大資産家対策が依然として中心であり、景気浮揚にはほど遠い内容」と批判。３年後から消費税が増税されれば「家計と中小企業に大打撃を与え、大変な景気後退が再び起こることは明らか」と厳しく指摘しています。その上で、国民には税・社会保障の負担が押し付けられ、大企業・大資産家には大減税されたことにふれ、「この逆立ちした仕組みを真っ先に改める」ことを要求、総選挙に向け「消費税増税計画を完全に断念させるためにいっそう奮闘する」としています。（全文はメールで各団体に送付しました。ＨＰにも掲載しています）
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☆11月13日の財務省前行動に参加を☆
「消費税増税やめよ、大企業・大資産家に応分の負担を」

財務省前行動

11月13日（木）11時～　　財務省正門前（30分間の予定）
●情勢報告と行動提起　●各団体の決意表明●　シュプレヒコール

（のぼり、腕章、プラカード、ゼッケン、横断幕などデコレーションをご用意ください）

○12時からは日比谷野外音楽堂で「なくせ貧困！　守れ雇用！　生活危機突破！　11・13中央集会」と国会請願デモがおこなわれます。こちらにも引き続きご参加ください。















